
2023年 プログラム近況報告書
ウガンダ　キルヤンガ地域開発プログラム

キルヤンガ地域の子どもたちと地
域のため、継続的なご支援をいた
だきありがとうございます。チャ
イルド・スポンサーの皆さまの温
かいご支援は、地域住民の生活
に、さまざまな変化と喜びをもた
らしています。

オケロ・エマニュエル
キルヤンガ 地域開発プログラムマ
ネージャー

ご支援によって、チャイルドや地域の人々に

314
1～3年生の子どもたちの保護者314人が
識字プログラムに関する研修を受け、
子どもたちが家で楽しく読み書きを学
べるように手助けする方法を学び

ました。

7,939
地域の物語を題材にした現地語の本

7,939冊が学校に支給され、より多くの
子どもたちが読書を楽しめるようにな

りました。

温かいご支援をありがとうございます



「今までは、教科書を買うこと
ができませんでした。でも、お
母さんがワールド・ビジョンの
研修でトマトの栽培方法を学ん
だので、今ではトマトが収穫で
きるようになりました。トマト
を売った収入で、教科書や制服
が買えます」
メアリーちゃん、12歳（中央）

大きな変化がもたらされています

1,241
地域で農業を営む1,241人が、持続可能
な生産方法について学びました。限ら
れた農業資源を守ることによって、地
域住民が農業で長期的に収入を得て、
子どもたちの生活を支えることにつな

がります。

24
地域の24地区で、防災計画が改定され
ました。災害が起こりやすい地点や、
災害発生時に人命や財産を守る方法が

書かれています。



「学費を支払うことが
できるようになりました」

「以前は、学校の教科書を買うことができませんでした」そう話すの
は、12歳のジョアンちゃん（右）です。「私も友達も、親が授業料を期
限までに払えなくて、学校に行けないことがありました。みんな、いつ
も不安でみじめな気持ちになっていました。たくさんの仲間たちが、小
学校を中退していきました」

チャイルド・スポンサーの皆さまの温かいご支援により、こうした状況
に変化が訪れました。地域に貯蓄グループが作られ、ジョアンちゃんの
母親も、トウモロコシの収穫量を増やすための資金を借りることができ
たのです。

「トウモロコシの売り上げが増えたので、今では期限までに学費を払う
ことができています。生活に必要な物も買えるようになりました」と
ジョアンちゃん。「もし貯蓄グループがなかったら、私は学校を中退し
ていたかもしれません」



お問い合わせ

特定非営利活動法人　ワールド・ビジョン・ジャパン

TEL：03-5334-5351

Eメール：dservice@worldvision.or.jp
ホームページ：www.worldvision.jp

ご支援により、子どもたちを
取り巻く環境が改善されています




